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情報検索演習を担当するにあたって
三　浦　太　郎
　みんなは「図書館で働いてみたい」　「司書
教諭になって、子どもたちに本の良さを伝え
よう」と思ったり、あるいは「就職に有利に
なるように、ひとつでも多く資格を取る」と
決めて、司書課程を受講するのだろうね。
　前向きだし、頼もしいよ。
　学生の頃、僕は文学部に籍を置いていたけ
れど、じつは大学4年になるまで、図書館情
報学という領域を知らなかった。卒業を間近
に控え、ふと「図書館に勤めてみようかな」
と思い浮かべたことがきっかけで、その修士
課程に進学するようになったんだ。
　もう、ひと昔前のことになるけれどね。
　そうだ。みんなは、阿佐田哲也って小説家
を知っているかい。唐突に何だけど。　「麻雀
放浪記」　「ドサ健ばくち地獄」。本名の色川
武大で著した「離婚」。……そうした作品を、
みんなと同じ齢の時分に貧るように読んだ。
　　　一東京のアスファルトを、試しに掘り
　　起こすとしようか。そこには真っ黒な焦
　　土が、確実に埋まっているのさ。
　偶然に手にした文庫本r麻雀放浪記」の書
出しの感じは、今でも覚えている。そのまま
終戦直後、上野は闇市の舞台へ、僕はぐいっ
と引き寄せられた。
　近頃は、漫画でも描かれているようだね。
　その作家がrAクラス麻雀」という本のな
かで、勝負事に向く人、向かない人を論じて
いるんだ。ちょっと引用してみるよ。
「勝負に合っている性格と合わない性格とが
ある。
　　①短気な人。
　　②気の小さい人。
　　③常識一本槍の人。
　　④ひとつの考えにとらわれすぎる人。
　こういう性格は、勝負事には向いていな
い」
　短気な人は、全体を把握しないで一局面だ
けで事を決しようとする。気の小さい人は、
一時の不利を引きずりやすい。また常識の虜
となっては、平凡な策しか編み出せない。
　総じて、頑なな捉え方で単調に事を運ぶだ
けでは、勝ちに結びつかないというのだね。
　ところで、この金句は何も勝負事だけに当
てはまるものでもないよね。格言に「短気は
損気」というし、他に「蚤の心臓」　「凡庸」
「頑迷固随」といった言葉は、否定的な意味
合いで使われている。
　ひとつの捉え方に凝り固まっていると、生
き方が不自由になってしまうんだ。これはみ
んなも、経験のあるところかもしれない。
　じゃあ、頭を柔らかく、いろんな視点を取
るにはどうしたらいいのだろう。さまざまな
人の考え方に接する。それがひとつの方法だ
よね。媒体は図書であってもいいし、仮想現
実を流れる多様な意見であってもいい。
　多くの見方に触れるには、ただ闇夜に雲を
掴もうとしても難しい。道筋が拓かれている
ならば、まずそれを確かめてみたいね。
　みんなと「情報検索演習」の授業のなかで、
それを一緒に辿ってみようか。
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